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「東京大学が世界トップ200大学で12位に
ランク」

11月４日（木）付のTHE TIMES紙によると、The
Times Higher Education Supplement（THES）の
発表した世界トップ200大学で東京大学が12位にランキ
ングされた。
なお、佐藤学教育学部長によれば、このTHESは、

The Timesの別冊で高等教育に関しては世界でトップク
ラスの権威のある雑誌だということである。
本ランキングは、同誌独自の調査に基づき、今回初め

て発表されたもので、根拠としては以下の５つを評価項
目としている。aPeer Review（1000）、sInternational

Faculty（100）、dInternational Students（100）、
fFaculty/Student（400）、gCitations/Faculty（400）。
括弧内の数字はそれぞれの項目の重さを表している。こ
れ以外の項目例えばノーベル賞やフィールズ賞受賞者の
数などについては今回敢えて除いたという。第一の項目
はQS（The World's leading network for careers and
education: www.qsnetwork.com）を、最後のものは先
般新聞紙上でも話題になった Thompson Scientific（the
Essential Science Indicators: www.isinet.com）の情報
を利用している。その他の項目は各大学がインターネッ
トなどで公表しているものであるという。Peer Review
を主として扱うなど、かなり客観性に配慮していると見
受けられる。Peer Review を採用すると評価が安定する
傾向があることが一般的に言われており、ゴーマンレポ
ートなどでは使っていない。さらに分析でも、特に文系
諸学部の評価において英語使用国が有利であること、理
工系大学の評価が高くなること、などきちんと述べられ
ている。
その結果を数値で表すために、総合評価で第１位であ

るHarvard University を1000.0 として標準化している。
結果としてアメリカやイギリスの各大学が上位を占め、
オーストラリアやカナダの大学も相対的に高く評価され
ている。香港の大学もランキングに入っており、英語圏
の優位が現れている。
アメリカとヨーロッパ以外の地域では、東京大学、以

下 Australian National University、北京大学、National
University of Singapore、Melbourne University、京都
大学、という順序である。全体では、東京大学が12位、
京都大学が29位、さらに東京工業大学、大阪大学、東北
大学、名古屋大学が200位以内に入っている。200位以内
には42校が、アメリカ・ヨーロッパ以外の地域からラン
キングされている。
Peer Reviewについて言えば、上位10位にはアメリカ

とイギリス以外からは東京大学（７位）と北京大学（10

位）だけが入っている。日本の大学は上記評価項目のう

ち、(2)と(3)は評点が低い。上位にランキングされている
大学はこの点でも高い評価を得ているが、アメリカやイ
ギリスの大学すべてが外国人スタッフと外国人学生を多
数採用しているというわけではない。
東京大学について、「日本の社会、経済の改革の遅さ

に影響されているかもしれない」という意味のコメント
がつけられているが、これは日本の大学全体に言えるこ
とであろう。この点で法人化後どの位大学が日本の社会
で独自性を発揮できるかどうかが今後の動向の鍵となる
だろう。そのせいかどうか、日本の大学の評価は実際よ
りも低くなっているような印象がある。

本記事は岡本和夫大学総合教育研究センター長による
解説をもとに広報室で作成したものである。
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総務部

中山文部科学大臣が東京大学を視察

中山成彬文部科学大臣は12月16日（木）午前、本郷キ
ャンパスを訪問、佐々木総長、小宮山理事・副学長はじ
め各研究科長ら幹部教職員と懇談するとともに、工学系
研究科・情報理工学系研究科並びに理学系研究科の最先
端の研究現場を視察した。
研究現場では、総長他の案内でロボティクス、バーチ

ャルリアルティ、医工連携、有機化学など最先端技術を
熱心に視察するとともに大学院生らにも気軽に声をかけ
られていた。
また、理学系研究科では小柴名誉教授も大臣を迎え、

総長らとともに懇談した。
さらに大臣が本学在学中、空手部で汗を流した七徳堂

や紅葉に彩られた三四郎池にも急遽立寄られた。
この視察には、文部科学省から、藤原秘書官事務取扱、
徳永官房審議官（高等教育局担当）、尾藤国立大学法人
支援課課長補佐が随行した。

一般ニュース

遠隔医療システムの機器を操作する大臣（光石研究室）

小柴名誉教授（右）らと懇談する大臣

学生部

奨学金返還免除関係規程（規則）の制定に
ついて

12月７日（火）の教育研究評議会において、本学の奨
学金返還免除に関する規程（規則）が、次のとおり承認
された。

東京大学奨学金返還免除候補者選考規程

東京大学奨学金返還免除候補者選考規程を次のとおり
制定する。

平成16年12月７日
東京大学総長　佐々木　毅

東京大学奨学金返還免除候補者選考規程
（平成16年12月７日東大規則第258号）

（目的）
第１条　この規程は、独立行政法人日本学生支援機構
（以下「機構」という。）に対して各年度に推薦する奨
学金返還免除候補者（以下「候補者」という。）の選
考に関し、基本的な必要事項を定めることを目的とす
る。
（推薦対象者）
第２条　推薦対象者は、機構の第一種奨学金の貸与を受
けている本学の大学院学生で、当該年度中に貸与期間
が終了することになる者のうち、在学中に特に優れた
業績を挙げた者（以下「業績優秀者」という。）とす
る。
（候補者の選考等）
第３条　奨学金の返還免除を希望する者は、所定の書類
を所属する研究科又は教育部（以下「研究科等」とい
う。）の長に申請するものとする。
２　各研究科等の長は、奨学金返還免除希望の申請者の
うちから候補者を選考する。
３　前項の選考は、次条に定める選考基準により評価す
るものとする。
４　各研究科等の長は、選考した候補者に順位を付して、
第５条に規定する委員会に提出するものとする。
（選考基準）
第４条　業績優秀者に関する基本的な選考基準は、機構
が定める奨学規程に基づき、学内外における業績を総
合的に評価することにより行うものとする。
２　前項のほか各研究科等の評価方法については、機構
が定める奨学規程の評価基準間に評価のウエイトの違
いを設けることができる。
（委員会の設置）
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第５条　本学に候補者の選考を行うため、独立行政法人
日本学生支援機構に関する省令（平成16年３月31日文
部科学省令第23号）の規定に基づき、東京大学奨学金
返還免除候補者選考委員会（以下「委員会」という。）
を置く。
２　委員会の組織及び運営については、別に規則で定め
る。
（推薦者の決定）
第６条　総長は、委員会の議に基づき、推薦者を決定す
る。
（庶務）
第７条　選考に関する庶務は、学生部厚生課において処
理する。
（補則）
第８条　この規程に定めるもののほか、候補者の選考に
関し必要な事項は、別に定める。

附　則
この規程は、平成16年12月７日から施行する。

東京大学奨学金返還免除候補者選考委員会規則

東京大学奨学金返還免除候補者選考委員会規則を次の
とおり制定する。

平成16年12月７日
東京大学総長　佐々木　毅

東京大学奨学金返還免除候補者選考委員会規則
（平成16年12月７日東大規則第259号）

（趣旨）
第１条　この規則は、東京大学奨学金返還免除候補者選
考規程（以下「選考規程」という。）第５条の規定に
基づき、本学に置かれる東京大学奨学金返還免除候補
者選考委員会（以下「委員会」という。）の組織及び
運営について定めるものとする。
（任務）
第２条　委員会は、選考規程による候補者の選考に関し、
学生の奨学に関する委員会等の意見を聴いて、次の各
号に掲げる事項について審議する。
（1）各研究科及び各教育部から選考された候補者の選
考

（2）推薦する候補者の順位
（3）選考基準及びその取扱い
（4）その他候補者の選考及び推薦に関する必要事項
２　前項第２号については、選考規程第３条第４項の順
位に基づき、各研究科及び各教育部の全学的な均衡に
配慮して行うものとする。
（組織）

第３条　委員会は、委員長及び委員をもって組織する。
（委員長）
第４条　委員長は、総長をもって充てる。
２　委員長は、委員会を主宰する。
３　委員長に事故があるときは、あらかじめ指名する委
員に、その職務を代理させることができる。
（委員）
第５条　委員は次に掲げる者とする。
（1）学生担当の副学長
（2）各研究科長及び各教育部の部長
（3）学生生活委員会奨学部会長
（4）学生部長
（5）その他委員長が必要と認めた者
（委員の任期）
第６条　前条第５号の委員の任期は、２年とする。ただ
し、再任を妨げない。
２　委員の欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者
の残任期間とする。
（庶務）
第７条　委員会の庶務は、学生部厚生課において処理す
る。
（補則）
第８条　この規則の定めるもののほか、委員会の運営に
必要な事項は、委員会の議を経て委員長が定めるとこ
ろによる。

附　則
この規則は、平成16年12月７日から施行する。

学生部

入試事務室の設置

平成17年度入学試験に関する事務を処理するため、１
月１日（土）から３月31日（木）までの間、入試実施委
員会のもとに、入試事務室が設置される。
入試事務室は、入試課長を室長に室長補佐及び室員若

干名をもって構成される。
室員は、入試課職員のほか、総務部、人事部、財務部、
施設部、学生部、研究協力部等から派遣される事務職員
で、およそ３ヶ月にわたり、入学試験に関する業務にあ
たる。

一般ニュース
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学生部

平成17年度大学入試センター試験の本学
割当数決まる

平成17年度大学入試センター試験の東京地区での割当
数が、75,719人に決まり、このうち本学が分担する志願
者数は11,033人に確定した。
なお、平成17年度は、都立高等学校１校・私立高等学

校４校の計５校を借用して実施することになった。
各試験場ごとの割当数及び担当学部は、次のとおりで

ある。

試　　験　　場　　名
志願 担当学部

者数

1 東京大学本郷 法学部 985 法学部

試験場 経済学部 640 経済学部

工学部 1,121 工学部

その他 2 薬学部

小　計 2,748

2 東京大学教養学部 3,115 教養学部

試験場

3 都立白Ô高等学校 720 教育学部

試験場

4 私立富士見丘高等学校 1,120 医学部

試験場

5 私立海城高等学校 1,215 文学部

試験場

6 私立文京学院大学女子 1,080 理学部

高等学校試験場

7 私立開成高等学校 1,035 農学部

試験場

合　　計 11,033

研究協力部

平成16年度東京大学国際交流担当職員海
外研修（長期）及び平成16年度東京大学
職員（事務職員）海外研修（短期）の採択
決まる

事務職員対象の国際交流担当職員海外研修（長期）及
び海外研修（短期）を全学協力基金の支援を受けて実施
しているが、本年度は下記のとおり実施することを決定
した。
１．国際交流担当職員海外研修（長期）
（１）ウォーリック大学（英国）

研修者：長谷川　敏子
（工学系研究科等　応物系事務室）

研修期間（予定）：
平成17年１月～平成17年６月（約６ヶ月）

（２）カリフォルニア大学（米国）
研修者：平井　健太郎

（教養学部等　学生課学生係）
研修期間（予定）：
平成17年３月～平成18年３月（12ヶ月以内）

２．事務職員海外研修（短期）
第１班：米国（平成17年２月（予定）、10日間程度）

小坂　規（海洋研究所附属国際沿岸海洋研究セ
ンター事務室係長）

谷口　瑞江（先端科学技術研究センター図書
係）

角野　広司（医学部附属病院医事課外来統括
係）

栗原　裕光（生産技術研究所総務課庶務係）
内山　淳（学生部厚生課寮務係）

第２班：米国（平成17年２月（予定）、10日間程度）
上田　桃子（施設部整備課建築第二係）
森田　博隆（農学系経理課財務係）
荻本　公司（農学系経理課施設係）
青木　麻実子（教養学部等経理課用度係）

なお、現在、本学事務職員が参加している海外研修プ
ログラム等（文部科学省等が主催するものを含む）は以
下のとおりである。
（１）平成15年度東京大学国際交流担当職員在外研修

（長期）
研 修 者：学生部学生課学生係　飯塚　祐二
研修期間：平成16年３月～平成17年３月

（２）平成16年度国際教育交流担当職員長期研修プログ
ラム（米国）（文部科学省主催）
研 修 者：研究協力部国際課　野仲　容子
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一般ニュース

医学部附属病院

「もみの木」のクリスマスプレゼント

街にクリスマスツリーが飾られるころ、東大病院に毎
年農学部の附属施設である秩父演習林から「もみの木」
が届けられます。これは農学部および秩父演習林の方々
のご好意により寄贈されるもので、今年で７年目になり
ます。秩父演習林において樹齢約35年、高さ数メートル
にも育ったもみの木が、秩父演習林の方々の手によって
室内に飾れる大きさにされ、毎年、トラックで東大病院
まで運ばれてきます。
東大病院では寄贈されたもみの木を外来棟、入院棟、

小児病棟、にこにこ文庫及びこだま分教室に飾り、それ
ぞれ違った趣きで飾りつけられたクリスマスツリーは病
院内を和やかにしています。特に小児病棟とこだま分教
室には長期にわたって入院している子供たちが多く、そ
のほとんどは入院生活の間に本物の木に触れることがな
いため、秩父演習林より寄贈された「もみの木」が本物
の木に触れる数少ない機会になるとともに、飾りつけら
れたもみの木は少し早い「クリスマスプレゼント」とし
て子供たちに喜ばれています。

（参考　今回寄贈していただいた「もみの木」はマツ科
モミ属『ウラジロモミ』です。）

研修期間：平成16年４月～平成17年３月
（３）日本学術振興会国際学術交流研修（ストックホル

ム研究連絡センター（スウェーデン））
研 修 者：研究協力部国際課　澤登　ゆり子
研修期間：平成16年４月～平成17年３月

総務部

第８回公開学術講演会を開催

第８回東京大学公開学術講演会が、12月２日（木）18

時から本郷キャンパス大講堂（安田講堂）において開催
された。
講演は、佐々木毅総長の開会の挨拶に続き、本年度紫

綬褒章を受章した大津元一工学系研究科教授による「光
の小さな粒：21世紀の社会を支える新しい光技術」、同
じく本年度紫綬褒章を受章した宮下保司医学系研究科教
授による「見る・記憶する・想像する：脳科学の最先端」
のテーマで行われた。
高校生から中高年まで幅広い年齢層の約430名の参加

者があり、両教授の講演を熱心に聞き入っていた。
次回の公開学術講演会は来夏に開催する予定である。

大学院工学系研究科　大津元一教授

入院棟Aに飾られたクリスマスツリー

大学院医学系研究科　宮下保司教授

部局ニュース
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海洋研究所

先端海洋システム研究センター設立記念式
典・記念講演・祝賀会

海洋研究所は、12月３日（金）に「附属先端海洋シス
テム研究センター」の設立記念式典・記念講演・記念祝
賀会を行った。当日は、好天に恵まれ藤井理事・副学長、
海洋研究開発機構の加藤理事長はじめ関係者らを招いて
式典が執り行われた。式典及び講演には約80人が出席し
盛会であった。
先端海洋システム研究センターは、海洋環境研究セン

ターを改組し、先端的な視点と技術を基礎に置き学際的、
統合的な海洋科学研究の中核として、海洋における諸課
題に取り組む。本年４月に新設された同センターは、高
密度観測・最新技術による高感度分析、先端的数値シミ
ュレーション等により地球環境問題の解決を目標とする
「海洋システム計測分野」と分子生物解析手法や高精度
年代測定法により海洋環境における生命の進化、生物多
様性の形成過程・維持機構の解明を目指す「海洋システ
ム解析分野」の二分野から成り、今後は海洋に関する
様々な課題に精力的に取り組むこととなる。

式典で挨拶する小池所長

部局ニュース

式典で祝辞を述べる藤井理事・副学長

原 稿 募 集

｢学内広報｣に学内の情報をお寄せください。
・文字数800字以内（写真がある場合は文字数を控え
めにしてください。）
・写真には、キャプション（説明文）を添えてくださ
るようお願いします。

送付先　東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393 内線：82032、22031

FAX：03-3816-3913

E-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

原稿の締切は各月第１・３水曜日、配付は翌々週の
火曜日です。ただし、該当日が祝日の場合や、12月を
除きます。

平成16年度の学内広報の発行スケジュール
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/gen/gen3/kouhou.htm

「噴水」「窓」のコーナーにご意見を

「学内広報」には、みなさんから投書を寄せていた
だく欄として「噴水」、東京大学と社会との連携・協
力情報を紹介するための欄として「窓」が設けられて
います。これらの欄への投書要領は次のとおりです。

「噴水」
１　本学における教育・研究活動等に関する意見を
述べたものであること。

２　個人の投稿で所属・氏名を明記したものである
こと。

３　他者への非難・攻撃を含まないものであるこ
と。

「窓」
「東京大学とその周辺地域の歴史」、「学外機関よ

り本学構成員への表彰」、「学外の方からの東京大学
に関する意見」など、東京大学と社会との関係に関
する情報であること。

以上の要件をそなえるものの中から、広報委員会が
適当とするものを、適宜、掲載します。
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掲 示 板

学生部

東京大学学生表彰「東京大学総長賞」の推薦
受付について

本学の学生を対象として、学業、課外活動、各種社会
活動、大学間の国際交流等の各分野において、「優れた
評価を受けた」「優秀な成績を収めた」「本学の名誉を高
めた」などの顕著な功績のあった個人又は団体に、総長
が表彰を行う「東京大学総長賞」が平成14年度から設け
られています。
この表彰は、本学教職員・学生からの推薦に基づき、

「東京大学学生表彰選考委員会」（以下「選考委員会」と
いう。）が選考にあたり総長が表彰するものです。
選考委員会では、推薦された候補者の中からその内容

を審査のうえ、「東京大学総長賞」として相応しいもの
が決定されます。
平成16年度第２回（春）の推薦受付について以下のと

おりご案内します。

１．提 出 物：別紙様式１（個人）又は別紙様式２（団
体）に必要事項を記入し、参考資料等を
添付してください。また、書類の提出に
あたってはホームページ上の「推薦書類
の提出について」を参照してください。

２．推薦基準：以下のとおりです。
３．提出期限：平成17年３月１日（火）16時まで（必着）
４．選考結果：３月上旬に推薦者及び選考対象者へご連

絡いたします。
５．授 与 式：平成17年３月24日（木）15時30分より大

講堂にて実施を予定しています。日程の
詳細は決まり次第お知らせします。

◎詳細については、ホームページをご覧ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/h/h12_j.html

（提出先及びお問い合わせ先）
学生部学生課課外文化係（担当：大八木・宮内）
内線：22529／22514

e-mail：kagaibunka@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

（東京大学学生表彰「東京大学総長賞」の推薦基準）
（１）①学業において、研鑚に励み、他の学生の範とな

った個人又は団体
②学業において､学界等により優れた評価を受け、
本学の名誉を高めた個人又は団体

（２）課外活動において、国内外の各種スポーツ、競技、
演奏、展示、発表等で優秀な成績を収め、本学の
名誉を高めた個人若しくは団体又は課外活動を支
援し、課外活動の充実と振興に著しい貢献をした
個人若しくは団体

（３）環境保全、災害救援、社会福祉、青少年育成、海
外援助協力等の各種社会活動において、活動実績
が認められ、他の学生の範となった個人若しくは
団体又は社会的に優れた評価を受け、本学の名誉
を高めた個人若しくは団体

（４）大学間の国際交流において、相互理解と友好関係
を深め、本学の国際交流の発展に著しい貢献をし
た個人又は団体

（５）その他、これらに準ずるもので、「東京大学総長
賞」に相応しい貢献があった個人又は団体
上記基準による推薦者については、次のとおりと
する。
基準a①学部学生については学部長

大学院学生については研究科長・教育部
の部長

基準a②及び基準s～g 自薦、他薦を問わない。

また、在学中の学業、課外活動、社会活動等の評価、
活動実績等が上記基準に該当する者は、卒業又は修了後
１年以内に限り選考の対象とする。

〔参考〕
平成16年度東京大学学生表彰「東京大学総長賞」受賞者

授与式：
第１回　10月19日（火）17：00～18：00

場所：
大学院数理科学研究科大講義室（駒場キャンパス）
個人の部
市来　淨與（理学系研究科博士課程３年）
理論天文学に対する貢献

団体の部
アジア農村研究会
11年にわたるアジア諸国の農村調査実習活動とアジ
ア諸国学生との国際交流
五月祭常任委員会
五月祭の企画、実行と運営

Robo Tech（ロボテック）
NHK大学ロボットコンテスト2004優勝ならびにロ
ボット技術の習得・啓蒙への自主的取組み
運動会漕艇部

2004年全日本選手権準優勝等優秀な成績

募集
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情報基盤センター

データベース定期講習会のお知らせ

情報基盤センター図書館電子化部門では、下記のとお
りデータベース定期講習会を実施します。
データベースを利用した最新の文献調査方法に関する

講習会です。パソコンを使った実習を中心に行います。
どうぞお気軽にご参加ください。
また、ネイティブスピーカーの講師による英語編も好

評実施中です。留学生の方のご参加もお待ちしておりま
す。

会場
総合図書館１階メディアプラザⅠ　講習会コーナー

時間帯（一部変更になりました）
11:00～12:00、15:00～16:00、16:30～17:30

定員　　12名（先着順）

参加方法
参加予約は不要です。
ご都合の良い時間帯を選んで、開始時間までに会場に
直接お越し下さい。

各コースの内容

２、３月にも英語編の講習会（English session）を実
施する予定です。スケジュール決定次第、ご案内いたし
ます。
また、情報基盤センターではデータベース定期講習会

の他、授業やゼミにお伺いする出張講習会や、１名から
申込可能な個人向け講習会を実施しております。どちら
も受講者の方のご要望に応じた内容で行いますのでぜひ
ご活用ください。

上記講習会に関する詳細は
http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai/をご覧くださ
い。

問い合わせ先　学術情報リテラシー係（22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

お知らせ

コース名

入門編
Introductory
Course

FELIX 編

Web of Science 編

電子ジャーナル 編
Electronic Journals

内　　　容

授業で指定された文献や参考文献リス
トに記載された文献の所在調査のテク
ニックを習得することを目的とします。
OPACなど基本的なデータベースを使
った実習を中心に、効率的な文献の探
し方を紹介します。

雑誌記事索引、SwetScan、PCIの３つ
のデータベースが統合検索できる目次
情報検索システムFELIXを用いて、文
献を調査し入手するまでの方法を検索
実習を行いながら紹介します。

引用索引データベースWeb of Science
の検索実習を中心に、文献調査方法と
電子ジャーナルの利用について紹介し
ます。

基本的な電子ジャーナルの利用方法、
利用上の注意点から代表的な出版社の
電子ジャーナルシステムを用いた効率
的な文献検索方法まで実践演習を行い
ながら紹介します。

月 火 水 木 金
1/10 1/11 1/12 1/13 1/14

休日 11:00-12:00

FELIX

1/17 1/18 1/19 1/20 1/21

15:00-16:00 英語編
入門 15:00-16:00

FELIX

1/24 1/25 1/26 1/27 1/28

16:30-17:30 休館日
Web of

Science

1/31 2/1 2/2 2/3 2/4

16:30-17:30

入門
2/7 2/8 2/9 2/10 2/11

11:00-12:00 休日
電子

ジャーナル
2/14 2/15 2/16 2/17 2/18

15:00-16:00

FELIX

2/21 2/22 2/23 2/24 2/25

11:00-12:00 休館日
Web of

Science

2/28 3/1 3/2 3/3 3/4

15:00-16:00

電子
ジャーナル

3/7 3/8 3/9 3/10 3/11

16:30-17:30

FELIX

3/14 3/15 3/16 3/17 3/18

11:00-12:00

入門
3/21 3/22 3/23 3/24 3/25

休日 休館日 15:00-16:00

Web of

Science

スケジュール（１～３月）



中国における新世代の登場

昨年度の後半の半年余、日本学術振興会の派

遣事業で上海に研究出張した。中国での長期滞

在は３回目であったが、今回は比喩的に言えば

「耳もとで金銭のブンブン飛び回る音が聞こえ

る」上海での滞在で、多くの発見があった。

それらのうち、もっとも私を驚かしたのが世

代交代の激しさだった。今回は

そのことを少々紹介したい。

1989年の「天安門事件」を中

心にして、日本のマスコミでは、

政権党中国共産党の長老支配と

いうイメージが強かったが、そ

の実、当時すでに官僚・企業幹

部への若手の積極登用が目立っ

ていた。ところが、経済資本主

義化の進んできたこの十余年で、驚くべき現象

が出現するまでになっていたのである。

北京・上海・広州・深 という先進大都市を

中心にした話であるが、もっとも高い給与をも

らっているのは30歳前後の世代であると見られ

ている。むろん平均値をとれば曖昧になるのだ

ろうが、人々は成功した若い高給取りに目を奪

われている。技術のある人は、大卒初任給で、

文系の普通卒業生の３倍程度の給与をとり、30

歳前後で、父親世代の３～４倍の給与を取る。

高級マンションを買い自動車に乗りペットを飼

う、そういう「小資」生活を送っているのは圧

倒的に彼らの世代が多い。

なぜか。それは、90年代に急成長した新産

業・新職種（広告、金融、メディア、ITが中心）

を支えているのが彼らだからである。その上の

世代では役に立たないのだ。その代わりに、労

働契約が１年間という例も少なくないという。

日本での野球選手のような契約状況を考えれば

よいのだが、それが一般化しているのである。

むろん、長時間労働は当たり前であって、「働か

ない社会主義」など吹っ飛んでしまった。

この数年間に各大都市で、新し

いタイプの新聞が発行され始めて

いて新聞大戦争とまで言われてい

る。体制上不完全だが実質上は商

業紙であって、元気の良いそれら

の新聞の社員はほとんどが20代、

ある全国経済紙の社長は創刊時に

は32歳に過ぎなかった。それらの

新聞が喧伝する社会的成功者はほ

とんどが35歳以下と見える。1970年前後以後に

出生した世代である彼らが、今や正面に浮かび

上がって社会をリードし始めているのである。

彼らは経済資本主義化の申し子第１世代で、中

国の未来は彼らの手に託されていると言ってい

い。政権党がそれを後押ししている。

他方、顧みれば、ライブドア社のマスコミ出

現にやっと驚いているような、社会の隅々まで

老人支配で固められているような、そんな日本

社会でまともに太刀打ちできるわけがない、と

慨嘆するしかないのだろうか。

尾崎文昭（東洋文化研究所）

（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員
会までお送りください。なお、記事についての問い合わせ及
び意見の申し入れは、総務部広報課を通じて行ってください。

No. 1304 2004年12月22日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課　1 03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index_ j.html
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